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概要
本稿では，組合せ範疇文法を用いたフランス語二

重補語構文の解析に関して考察する．文法的に正し

い文のみを受理し，非文法的な文を排除するために

は，補語にどのような下位分類が必要か分析し，更

にそのような二重補語構文を人間同様に文頭から１

語ずつ漸進的・逐次的に解析するための統語範疇お

よび意味表示を提案する．

1 はじめに
人間同士はほとんどの場合に自然言語を用いて意

志疎通を行っている．したがって近い将来，人間と

人工知能との間で意志疎通が行われる際にも，自然

言語がそのベースになると考えられる．特に，人間

が人工知能に対して非定型的な質問や命令を発する

際には，もっぱら自然言語が用いられる可能性が高

い1）．

そのような意志疎通を可能にするためには，自然

言語が時として示す一見不合理なまでに複雑な文法

規則を，人工知能が十分に理解し，人間と同じよう

に解釈する必要がある．更に，人工知能がそのよう

に理解し解釈していると，人間が思えることが重要

である2）．そのためには，文法と意味との対応が明

確に定義されていなければならない．

また，人間が自然言語を理解する際は，文の終了

を待たず，文頭から漸進的に解析を行っていると考

えられ，その推測を支持する心理学的実験結果も存

在する [1, 2]．更に工学的な応用として同時通訳や
字幕生成などの自動化を実現するためには，漸進的

な解析技術は不可欠であると言える．

1） 他方，人工知能から人間への回答には，画像や音響信号な
どの非自然言語的な表現が用いられる状況も十分考えられ
る．

2） 大規模言語モデルの登場によって自然言語処理技術は格段
に向上したが，大規模言語モデルが何をどのように理解し解
釈しているかは，本稿執筆事点ではまだ解明されていない．

本稿では複雑な文法規則とその意味の対応例とし

て，フランス語二重補語構文における語順を取り上

げる．次に，フランス語二重補語構文を組合せ範疇

文法を用いて解析する際に必要となる補語の下位分

類を設定し，更にそのような二重補語構文を人間同

様に文頭から１語ずつ漸進的・逐次的に解析するた

めの統語範疇および意味表示を提案する．

2 フランス語の動詞補語

2.1 語順と制約

フランス語は SVO型の言語とされているが，動
詞の補語（目的語）は代名詞化されると動詞の前に

移動する．このとき，直接補語と間接補語の両方が

代名詞化された場合の語順や，同時使用可能な代名

詞の組合せには各種の制約がある [3]．
たとえば “Jean présente ses collègues à Marie.”（ジャ

ンは彼の同僚たちをマリーに紹介する）という文に

おける直接補語 ses collèguesと間接補語 Marieを共
に代名詞化した場合は，図 1上部に示すように直接
補語 lesが間接補語 luiの前に来るが，もし間接補語
がme（私に）であった場合は，反対に間接補語が直
接補語の前に来なければならない（図 1下部）．
また，直接補語としての me，te，nous，vousと，

Jean
ジャンは

présente
紹介する

ses collègues
彼の同僚たちを

à Marie.
マリーに

Jean
ジャンは

présente.
紹介する

lui
彼女に

les
彼らを

Jean
ジャンは

présente.
紹介する

les
彼らを

me
私に

図 1 代名詞化された補語の語順．図上部では代名詞され
た間接補語 luiが直接補語代名詞 lesの後に置かれるが，
図下部では間接補語代名詞 meが直接補語代名詞 lesの前
に置かれる．
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間接補語の lui，leurを同時に用いることはできない
という制約がある（表 1）．
したがってフランス語解析のための文法を設計す

る際には，通常の英語解析の際とは異なり，代名詞

の統語範疇を一律に名詞句とすることはできない．

もしそうすれば，非文法的な文をも受理してしまう

という問題が生じるからである．

2.2 補語の下位分類

文法的に正しいフランス語のみが受理されるよう

にするため，本稿ではフランス語の動詞補語を，そ

の文中の出現位置に基づいて，表 1のように４種類
に下位分類する3）．これら４種類の補語と動詞 𝑉 が

文の表層上で出現する順序は

𝑁𝑃𝑚 → 𝑁𝑃𝑙 → 𝑁𝑃𝑢 → 𝑉 → 𝑁𝑃𝑛 (1)

となる．

またこれら４種類の動詞補語は，表 2に示すよう
に，直接補語代名詞として使用可能か否か（𝐷），間

接補語代名詞として使用可能か否か（𝐼），という２

種類の素性に分解して解釈することができる．上記

(1)で示した出現順序を素性形式で表現すると[
+𝐷
+𝐼

]
→

[
+𝐷
−𝐼

]
→

[
−𝐷
+𝐼

]
→ 𝑉 →

[
−𝐷
−𝐼

]
(2)

となる．

3 組合せ範疇文法
組合せ範疇文法 [4, 5, 6, 7]は語彙化文法の一種で

あり，古典的範疇文法に関数合成規則を取り入れた

ものである．「マイルドな文脈依存」と言われる弱

生成能力を持つため，文脈自由文法の範囲に収まら

ない自然言語現象を記述する事ができる．また理論

的にも実際的にも効率のよい解析アルゴリズムが知

られており [8, 9]，自然言語の文法記述に適してい
るとされる．

組合せ範疇文法では，S（文）や NP（名詞句）の
ような少数の基底範疇と，それらを結ぶ演算子を再

帰的に用いる事で，多様な統語範疇を表現する．演

算子には /と \がある．X と Y を統語範疇としたと
き，X/Y は「右側に Y が隣接したときに Xとなる統
語範疇」，X\Y は「左側に Y が隣接したときに X と
なる統語範疇」を意味する．

3） 動詞補語としては表 1以外にも，前置詞を伴って動詞の後
に置かれる人称代名詞強勢形や，動詞の前に置かれる中性代
名詞等があるが，それらの分析に関しては別の機会に譲る．

表 1 文中の出現位置に基づくフランス語補語の下位分
類．なお，一つの動詞が 𝑁𝑃𝑚 と 𝑁𝑃𝑢 を同時に取ること
はできない．
記号 説明

１・２人称の直接・間接補語代名詞

𝑁𝑃𝑚 （動詞の前，𝑁𝑃𝑙 の前）

例：me（私を/私に），te（君を/君に），
nous（私たちを/私たちに），
vous（あなたたちを/あなたたちに）
３人称直接補語代名詞

𝑁𝑃𝑙 （動詞の前，𝑁𝑃𝑚 の後，𝑁𝑃𝑢 の前）

例：le（彼を）， la（彼女を），
les（彼らを/彼女らを）
３人称間接補語代名詞

𝑁𝑃𝑢 （動詞の前，𝑁𝑃𝑙 の後）

例：lui（彼に/彼女に），
leur（彼らに/彼女らに）
代名詞以外の補語名詞句

𝑁𝑃𝑛 （動詞の後）

例：限定詞+普通名詞（ses collègues），
固有名詞（Jean，Marie），etc.

表 2 下位分類された補語の素性分解
間接補語代名詞的使用（𝐼）

＋ －

直接補語 ＋ 𝑁𝑃𝑚 𝑁𝑃𝑙

代名詞的 me, te, nous, vous le, la, les
使用（𝐷） － 𝑁𝑃𝑢 𝑁𝑃𝑛

lui, leur 代名詞以外

各語彙項目に付与された統語範疇は，少数かつ言

語非依存の組合せ規則によって互いに組み合わさ

れるが，このとき意味表示も同時並列的に合成され

る．この操作が再帰的に実行される事によって，語

彙項目レベルの意味表示が文レベルの意味表示へと

順次導出される．

本稿で使用する組合せ規則を図 2に示す．コロン
の左側が統語範疇で，右側がラムダ項による意味表

示である．

3.1 二重補語動詞の語彙項目

組合せ範疇文法におけるフランス語二重補語動詞

の語彙項目は，その直接補語と間接補語のそれぞれ

が表 1に示したいずれの下位分類に属するかによっ
て，表 3のように７種類に分類される．
表 3 の文型１と文型５は，統語範疇の第４要素
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表 3 二重補語動詞 présente の文型別語彙項目．文型欄
における，S，V，COD，COIはそれぞれ主語，動詞，直
接補語（complément d’objet direct），間接補語（complément
d’objet indirect）を意味する．

№ 文型 例文
統語範疇 意味表示

0 S V COD COI Jean présente ses collègues
à Marie.

𝑆\𝑁𝑃𝑛/𝑃𝑃/𝑁𝑃𝑛 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑥𝑦𝑧
1 S COD V COI Jean les présente à Marie.

𝑆\𝑁𝑃𝑛/𝑃𝑃\𝑁𝑃𝑙 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑥𝑦𝑧
2 S COI V COD Jean lui présente ses collègues.

𝑆\𝑁𝑃𝑛/𝑁𝑃𝑛\𝑁𝑃𝑢 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑦𝑥𝑧
3 S COD COI V Jean les lui présente.

𝑆\𝑁𝑃𝑛\𝑁𝑃𝑙\𝑁𝑃𝑢 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑦𝑥𝑧
4 S COI COD V Jean me les présente.

𝑆\𝑁𝑃𝑛\𝑁𝑃𝑚\𝑁𝑃𝑙 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑥𝑦𝑧
5 S COD V COI Jean me présente à Marie.

𝑆\𝑁𝑃𝑛/𝑃𝑃\𝑁𝑃𝑚 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑥𝑦𝑧
6 S COI V COD Jean me présente ses collègues.

𝑆\𝑁𝑃𝑛/𝑁𝑃𝑛\𝑁𝑃𝑚 𝜆𝑥. 𝜆𝑦. 𝜆𝑧. 𝑖𝑛𝑡𝑟𝑜𝑑𝑢𝑐𝑒′𝑦𝑥𝑧

𝑁𝑃𝑙 と 𝑁𝑃𝑚 が違うだけなので，素性表現とワイル

ドカード *を用いて [+𝐷, ∗𝐼] と一つにまとめること
ができる．同様に文型２と文型６も，統語範疇の第

４要素 𝑁𝑃𝑢 と 𝑁𝑃𝑚 が違うだけなので，[∗𝐷, +𝐼] と
まとめることができる．

3.2 その他の語彙項目

本稿の例文に登場する語彙のうち，二重補語動詞

présente以外の語彙項目を表 4に示す．名詞句およ
び前置詞句の意味表示は，それらの中に含まれる

名詞の人称・数・性で表されるものとする．代名詞

の意味表示に関しても同様に，その代名詞の人称・

数・性で表されるものとする．

X /Y  : 𝑓𝑓   Y  : 𝑎𝑎

X : 𝑓𝑓𝑎𝑎
>順関数適用規則

X /Y  : 𝑓𝑓   (Y /W )/Z : 𝑔𝑔

(X /W )/Z  : λ 𝑥𝑥. λ 𝑦𝑦. 𝑓𝑓(𝑔𝑔𝑥𝑥𝑦𝑦)

X /Y  : 𝑓𝑓   Y /Z  : 𝑔𝑔

X /Z  : λ 𝑥𝑥. 𝑓𝑓(𝑔𝑔𝑥𝑥)
> 𝐵𝐵

順関数合成規則
(𝑛𝑛 = 1)

X  : 𝑎𝑎

T /(T  \ X) : λ 𝑓𝑓. 𝑓𝑓𝑎𝑎
順型繰り上げ規則

> 𝐵𝐵2

> 𝑇𝑇

順関数合成規則
(𝑛𝑛 = 2)

図 2 本稿で使用する組合せ規則一覧

表 4 二重補語動詞以外の語彙項目．Jean から collègues
までの意味表示のうち，先頭の数字は人称を，２文字め
は数（𝑠:単数，𝑝:複数）を，３文字めは性（𝑚:男性， 𝑓 :
女性，𝑐:男女共通）を表す．最後２語の sesと àの意味表
示は，恒等関数（すなわち引数の意味表示そのもの）と
なる．

音韻表示 統語範疇 意味表示

Jean 𝑁𝑃𝑛 3𝑠𝑚′

Marie 𝑁𝑃𝑛 3𝑠 𝑓 ′

les 𝑁𝑃𝑙 3𝑝𝑐′

lui 𝑁𝑃𝑢 3𝑠𝑐′

me 𝑁𝑃𝑚 1𝑠𝑐′

collègues 𝑁 3𝑝𝑐′

ses 𝑁𝑃𝑛/𝑁 𝜆𝑥. 𝑥

à 𝑃𝑃/𝑁𝑃𝑛 𝜆𝑥. 𝑥

4 漸進的導出
前述のように，自然言語解析には漸進性が重要な

意味を持つ．表 3に挙げた全例文は，組合せ範疇文
法を用いて厳密な意味で漸進的に解析できる．各例

文の漸進的導出過程を，付録の図 3 から図 9 に示
す．どの文においても，新たな１語が入力される度

に，その時点で作成中の部分木に即座に接続されて

いることがわかる4）．

意味表示の導出に関しては途中の過程を省略して

あるが，表 3と表 4に示した語彙項目，および図 2
に示した組合せ規則に従えば，すべて機械的に曖昧

性なく決定される．

補語を代名詞化する際に性別に関する情報が欠落

する場合が一部あるが，いずれの文型においても正

しい意味表示が得られていることがわかる．

5 関連研究
組合せ範疇文法をフランス語に適用したという報

告は，意外にもあまり多くない．

Delamarre[10]は，組合せ範疇文法が内包する過剰
生成の問題について触れ，それを解決するために組

合せ範疇文法の拡張であるマルチモーダル組合せ範

疇文法 [11]とカテゴリータイプ論理を併用し，フラ
ンス語補語代名詞の問題に取り組んでいる．

Lêら [12]は，フランス語組合せ範疇文法のため
のスーパータグ付与アルゴリズムを提案し，それを

4） ただし，すべての導出が曖昧性なく決定論的に進むわけ
ではない．たとえば例文５および例文６において “Jean me
présente”を読んだ時点では，この meが直接補語なのか間接
補語なのかを判定することはまだできない．
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用いて Abeilléらが作成したフランス語句構造文法
ツリーバンク [13]を組合せ範疇文法ツリーバンクに
変換した．変換に当たっては，オリジナルの句構造

文法ツリーバンクに加え，それを依存構造に変換し

た Canditoらの依存構造ツリーバンク [14] [15]から
得た情報も利用している．論文を読む限り，補語代

名詞の統語範疇は一律に名詞句 𝑁𝑃と指定されてお

り，下位分類はされていないように見える．

6 おわりに
フランス語二重補語構文に出現する代名詞，名詞

句，前置詞句などの各種補語を分類し，組合せ範疇

文法を用いて文頭から１語ずつ漸進的・逐次的に解

析するための統語範疇および意味表示を提案した．

本稿では触れなかったが，１・２人称直接補語と

３人称間接補語を併用する場合や，肯定命令文で補

語代名詞を用いる場合には，人称代名詞強勢形と呼

ばれる型式を用いる必要がある．更に，en，y，leな
どの中性代名詞が人称代名詞と併用される場合や，

本動詞が別の動詞の不定詞を従える場合には，補語

の語形や語順に関してまた追加の文法規則が必要と

なる．これらを統一的に扱えるようにするのが，当

面の目標である。

学習者向けの文法書であれば，代名詞の可能な組

合せを網羅的に列挙するだけで十分であるかもしれ

ないが，もし本稿 2.2節に示したように，文法の背
後に潜在する素性を仮定し，各種の文法規則がそれ

ら素性の組合せによって説明できるのであれば，よ

りエレガントな文法理論となるであろう．

またフランス語と同系統のスペイン語やイタリア

語でも，代名詞化された補語は一般に動詞の前に移

動するが，その際の語順や制約には言語ごとの差異

がある．各言語における語彙項目の違いを素性の違

いに還元できるか興味が持たれる．
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Guérin. Analyse syntaxique du français : des constitu-
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図 3 例文 0：直接補語と間接補語の両方が名詞の場合
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図 4 例文 1：直接補語が代名詞，間接補語が名詞の場合
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図 5 例文 2：間接補語が代名詞，直接補語が名詞の場合
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図 6 例文 3：直接補語代名詞が間接補語代名詞に先行する場合
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図 7 例文 4：直接補語代名詞が間接補語代名詞に後続する場合
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図 8 例文 5：直接補語が代名詞，間接補語が名詞の場合（その２）
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図 9 例文 6：間接補語が代名詞，直接補語が名詞の場合（その２）
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